
駐車場 7:00

睦男さん

時間ほどで天狗平に到着。

デブリなくてちょっとびっくり。

ぐ出発、

睦男さんが遅れ始めてなぜか安堵する。あのペ

ースでやられたらと心配していたからである。

右のオープンバーン

ていて数年前に来たときとはずいぶんと様子

が違った。

今回はなべちゃんがオールリードは暗黙の

了解で、早速登攀準備

を履き睦男さんビレイで１ピッチ目登攀開始。

見えるルンゼに雪はなく

る。 

なべちゃんは

認しながら登っていく。見た目はでこぼこして

いて登れそうだが、岩が脆くて結構厳しいと思

った。15m

レイ。後続二人を引き上げる。
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ビレイ稜線上に出る。ここから見る稜線はハイ

マツと潅木でルートがよくわからない。なべち

ゃんは雪のある右壁を

くして動きが止まり戻ってきた。厳しくなりル

ートが見出せないとのこと。ブッシュを漕ぎ正

規のルートを辿り

ビレイする。

5m

フィー！ナイフィー！」と叫んでいる。確かに

この先は細いリッジだが以前登ったときは雪

があったのかあまり苦労した記憶がない。無事

に切り抜けて

細い松の木でビレイ。中央ルンゼ側

と切れ落ちていて、高度感
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ここからは一旦下ってリッジの雪

上がり、潅木帯に入りポコ手前まで一杯に伸ば

した。以前使ったことのある

はるか岩の上で使用できず。

少し下って大雪田の見えるリッジでピッチ

を切る。

のある最短ルートは大きなクラックが入って

いて進めず。クラックが伸びるボール状の

田をトラバースするのも気持ちが悪い！思案

の挙句踏み後のある中央突破を試みた。

ど先の太いダケカンバでビレイ。

ここからは一旦下ってリッジの雪

上がり、潅木帯に入りポコ手前まで一杯に伸ば

以前使ったことのある

はるか岩の上で使用できず。

少し下って大雪田の見えるリッジでピッチ

を切る。ここでしばしルート検討。ダケカンバ

のある最短ルートは大きなクラックが入って

いて進めず。クラックが伸びるボール状の

田をトラバースするのも気持ちが悪い！思案

の挙句踏み後のある中央突破を試みた。

ど先の太いダケカンバでビレイ。

ここからは一旦下ってリッジの雪

上がり、潅木帯に入りポコ手前まで一杯に伸ば

以前使ったことのある岩峰の

はるか岩の上で使用できず。 

少し下って大雪田の見えるリッジでピッチ

ここでしばしルート検討。ダケカンバ

のある最短ルートは大きなクラックが入って

いて進めず。クラックが伸びるボール状の

田をトラバースするのも気持ちが悪い！思案

の挙句踏み後のある中央突破を試みた。

ど先の太いダケカンバでビレイ。

ここからは一旦下ってリッジの雪壁を這い

上がり、潅木帯に入りポコ手前まで一杯に伸ば

岩峰のハーケンは

 

 

少し下って大雪田の見えるリッジでピッチ

ここでしばしルート検討。ダケカンバ

のある最短ルートは大きなクラックが入って

いて進めず。クラックが伸びるボール状の大

田をトラバースするのも気持ちが悪い！思案

の挙句踏み後のある中央突破を試みた。40m

ど先の太いダケカンバでビレイ。 

 

を這い

上がり、潅木帯に入りポコ手前まで一杯に伸ば

ハーケンは

少し下って大雪田の見えるリッジでピッチ

ここでしばしルート検討。ダケカンバ

のある最短ルートは大きなクラックが入って

大雪

田をトラバースするのも気持ちが悪い！思案

40m ほ

稜線から垂壁を

最終ピッチもロープをつけて無事無風快晴の

山頂に立った。周囲の山

帰りは雪が腐っていて、滑りやすく足をとられ

る。またクラックが新雪に隠れていて結構危な

かった。少し斜度が落ちたところからは尻滑り

を楽しみ、天狗平へ。そそくさと林道に出て駐

車場に戻った。パーティシップ良くいい登攀が

できたと感謝しています。またよろしくお願い

します。
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